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【要約】  
 
Spinal cord injuries with normal post-mortem computed tomography 
images: a pitfall of virtual autopsy for detecting traumatic deaths 
 
（死後 CT で検出できない頸髄損傷についての検討：  
死後画像検査のピットフォール）  
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【目的】死後の多列検出器型 CT(PMMDCT)において、死後 CT 所見のない頸髄損傷
(SCIWORA)の出現率を評価し、その特徴を詳細に検討する。 
【方法】2009 年 10 月から、2012 年 12 月の期間に施行した解剖前 PMMDCT 撮影のある 894
事例の解剖結果を検討し、連続する 30 事例の頸髄損傷(SCI)による死亡事例を抽出した。2
名の放射線科専門医によって、これらの事例の解剖前 PMMDCT 画像を読影した。PMMDCT
において頸髄損傷を示唆する所見のない事例を、SCIWORA 事例と定義した。 
【結果】30 例中 6 事例(20%, 95%信頼区間 8-39%)の PMMDCT 所見で、頸髄損傷を示唆する
所見を得られず、SCIWORA の基準に合致した。全ての SCIWORA 事例において、外傷性
死亡であるということが PMMDCT を撮影する前の情報では、判然としなかった。頸髄損傷
が起きた最高のレベルは SCIWORA 全例で C3 以下であった。また SCIWORA 全例で骨折は
同定できなかった。また SCIWORA 全例で、CT で指摘できなかった椎間板損傷と、椎体周
囲の出血が見られた。頸椎脊柱管の狭小化は、SCIWORA 事例の 67%に認められた。87%の
SCIWORA 事例では頸椎以外の部位で、CT 上致死的な損傷は指摘できなかった。 
【結論】頸髄損傷による死亡事例のある程度の割合で SCIWORA が見られた。PMMDCT で
死亡を評価するとき、検案者はこの存在に注意すべきである。特にリスクのある事例で、
特別な注意が必要である。 
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